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選　

評

中
山
　
陽
介
（
文
学
部
日
本
文
学
科
三
年
＝
平
成
二
十
七
年
度
）

仮
名
成
立
史
上
の
西
三
条
第
跡
出
土
土
器
墨
書
仮
名
の
位
置
付
け

こ
の
論
文
は
、
平
安
時
代
初
期
の
藤
原
良
相
邸
の
「
百
花
亭
」
か
ら
出

土
し
た
「
墨
書
土
器
十
四
」
を
解
読
し
、
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下

の
三
項
の
成
果
に
よ
り
、
優
れ
た
論
考
で
あ
る
と
認
め
る
。

一
、
斯
界
で
初
め
て
解
読
に
成
功
し
、
こ
れ
は
宴
な
ど
に
使
う
和
歌
を

書
き
付
け
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
発
掘
調
査
報
告
は
二
〇
一
一
年
に
図

版
と
共
に
公
開
さ
れ
、
こ
の
五
年
間
に
幾
つ
か
の
研
究
が
あ
る
も
、
解
読

に
成
功
し
た
者
は
出
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
読
み
解
き
、
平
安
時
代
中
期
の

和
歌
よ
り
「
い
く
と
し
も
」
の
句
を
持
つ
和
歌
を
新
た
に
三
首
探
し
出

し
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
比
較
し
、
こ
の
歌
は
行
く
末
短
い
我
が
身
に
加
わ

る
憂
い
を
詠
ん
だ
歌
と
し
た
。
解
読
か
ら
和
歌
と
断
定
す
る
手
法
は
手
堅

く
、
眼
力
も
確
か
で
あ
る
。
出
土
土
器
墨
書
中
に
、
同
様
に
歌
会
で
発
表

の
歌
の
草
稿
や
推
敲
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
、
斯
界
の
今
後
の
解
読
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
重
要
な
論
文
で
あ

る
。

二
、
墨
書
の
仮
名
の
様
式
は
「
繋
ぎ
」
が
発
達
し
、
点
画
や
字
を
続
け

て
書
く
段
階
に
至
っ
て
い
る
が
、
女
手
ら
し
い
連
綿
の
「
均
し
」
は
ま
だ

未
発
達
の
部
分
が
あ
り
、
成
熟
し
た
女
手
の
「
流
し
書
き
」
に
至
っ
て
い

な
い
と
し
た
。
各
文
字
と
代
表
的
な
行
草
と
女
手
と
を
比
べ
て
、
点
画
の

簡
略
・
連
続
・
省
略
の
細
か
な
分
析
か
ら
、
女
手
の
成
立
に
必
要
な
「
六

則
」
を
導
き
、
仮
名
の
上
下
の
字
の
連
綿
の
発
達
の
様
式
の
差
異
を
も
加

え
て
、
仮
名
発
展
の
構
造
を
分
析
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
印
象
的
仮
名
発

達
史
観
に
比
べ
る
と
、
具
体
的
で
説
得
力
が
あ
り
、
仮
名
様
式
変
遷
の
各

段
階
を
考
え
る
手
法
に
、
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
。
分
析
検
討
は
な
お
別

の
資
料
に
よ
る
蓄
積
を
も
要
す
る
が
、
手
法
は
実
証
的
で
、
画
期
的
な
結

果
と
な
っ
た
。

三
、
墨
書
と
最
も
年
代
の
近
い
、
藤
原
有
年
申
文
（
八
六
七
A.D.
）
と
東

寺
檜
扇
（
八
八
〇
A.D.
）
の
同
字
を
「
繋
ぎ
」
と
「
均
し
」
の
法
則
を
中
心

と
し
て
比
較
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
申
文
は
「
繋
ぎ
」
は
成
立
し
て
い

る
が
字
形
の
簡
略
化
が
墨
書
に
比
べ
る
と
前
段
階
に
あ
り
、「
均
し
」
の

法
が
成
立
し
て
は
い
な
い
。
檜
扇
は
、
文
字
の
形
は
飛
躍
的
な
差
は
な
い

が
、「
均
し
」
が
少
し
進
行
し
て
い
る
と
し
た
。
そ
れ
で
墨
書
仮
名
の
成

立
は
、
様
式
か
ら
分
析
す
る
と
両
者
の
中
間
頃
の
時
代
、
貞
觀
後
半
か
ら

元
慶
初
頭
（
八
六
八
〜
八
八
〇
）
と
し
、
考
古
学
的
な
研
究
成
果
と
矛
盾

が
な
い
と
し
た
。
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そ
し
て
女
手
の
完
成
は
、
墨
書
以
後
五
六
十
年
間
に
、
古
今
集
の
成
立

を
経
て
「
均
し
」
の
技
法
を
成
熟
さ
せ
て
「
流
し
書
き
」
が
成
立
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

以
上
、
女
手
の
成
立
に
つ
き
、
文
字
形
態
を
客
観
的
に
分
析
し
、
様
式

を
ふ
ま
え
、
前
人
未
到
の
四
区
分
説
を
提
出
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き

い
。田

中
　
章
博
（
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
一
年
＝
平
成
二
十
七
年
度
）

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
雅
楽
器
へ
の
価
値
の
付
加
に

関
す
る
一
考
察

―
紀
州
徳
川
家
・
井
伊
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
笙
を
中
心
に
―

　

本
論
文
は
、
雅
楽
で
用
い
ら
れ
る
楽
器
に
つ
い
て
、
従
来
の
古
楽
器
研

究
や
工
芸
品
と
し
て
の
美
術
史
的
研
究
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
後
期
の
大

名
な
ど
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
過
程
で
付
加
的
な
価
値
付
け
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
歴
史
的
に
論
証
し
よ
う
と
し
た
論
文
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
市
場
価
値
を
高
め
る
た
め
か
偽
銘
資
料
が
多
い
こ
と
、
ま
た
権

威
あ
る
楽
器
商
の
存
在
を
指
摘
し
、
問
題
提
起
か
ら
無
理
無
く
結
論
に

至
っ
て
お
り
学
術
論
文
と
し
て
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

論
文
は
、
四
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
１
は
「
笙
の
銘
文
の
偽
造
と
そ

の
様
相
」
と
題
し
、
井
伊
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
収

蔵
の
笙
の
銘
文
を
、
先
学
の
指
摘
に
導
か
れ
な
が
ら
分
析
し
、
偽
銘
の
存

在
を
確
認
す
る
。
２
は
「「
付
加
価
値
」
と
し
て
の
銘
文
の
意
義
」
で
、

銘
文
改
竄
や
偽
銘
品
の
制
作
が
何
時
頃
行
わ
れ
た
の
か
を
、『
楽
家
録
』

や
『
集
古
十
種
』
な
ど
に
載
る
銘
文
と
の
関
係
か
ら
江
戸
時
代
後
期
で
あ

る
と
す
る
。
３
は
「
楽
器
商
神
田
の
認
定
」
と
題
し
、
大
名
家
が
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
す
る
に
あ
た
っ
て
の
入
手
先
を
検
討
し
、
楽
家
か
ら
譲
り
受
け
る

以
外
に
楽
器
商
か
ら
の
購
入
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
京
都
の
楽
器
商
神

田
家
の
存
在
に
注
目
す
る
。
神
田
家
に
よ
る
雅
楽
器
売
買
の
独
占
と
鑑
定

の
権
威
に
よ
る
価
値
の
保
証
に
よ
る
名
品
収
集
の
実
態
を
解
明
し
て
い

る
。
４
は
「
付
加
価
値
と
し
て
の
笙
箱
と
蒔
絵
」
で
、
楽
器
本
体
ば
か
り

で
な
く
付
属
す
る
笙
箱
や
袋
な
ど
の
付
属
品
が
作
ら
れ
た
時
期
、
ま
た
本

体
の
蒔
絵
装
飾
が
施
さ
れ
た
時
期
な
ど
の
検
討
か
ら
、
も
う
一
つ
の
付
加

価
値
を
位
置
づ
け
る
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
に
よ
り
、
純
粋
に
楽
器
と
し
て
の
価
値
か
ら
、
鑑
賞

品
、
愛
玩
品
と
し
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
的
価
値
へ
と
変
化
（
筆
者
に
よ
れ

ば
「「
演
奏
す
る
た
め
の
楽
器
」
か
ら
、「
蒐
集
し
愛
玩
す
る
美
術
品
」
と

い
う
位
置
づ
け
の
変
化
」）
す
る
過
程
で
、
銘
の
改
竄
、
偽
銘
品
の
制
作
、



國學院雜誌  第 117 巻第 7 号（2016年） — 64 —

そ
し
て
蒔
絵
に
よ
る
装
飾
の
追
加
や
付
属
品
の
新
調
な
ど
が
行
わ
れ
る
と

と
も
に
、
権
威
あ
る
楽
器
商
に
よ
る
鑑
定
と
保
証
に
よ
り
高
値
で
売
買
さ

れ
る
と
い
う
状
況
を
現
出
し
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
史
学
論
文
と
し
て
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い

る
と
は
思
う
が
、
銘
文
資
料
の
掲
出
方
法
、
註
の
付
け
方
等
に
も
う
一
工

夫
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性
と
し
て
、
本
論
文
の
指
摘
す
る
「
価
値

の
付
加
」
は
、
雅
楽
器
に
限
ら
ず
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
対
象
品
に
も
及
ぶ

の
で
、
今
後
は
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
、
こ
の
問
題
を
追
及
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

平
成
二
十
八
年
度　

國
學
院
雜
誌
学
生
懸
賞
論
文
募
集

一
、
応
募
資
格
：
第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
生
・
別
科
在
籍
者
）

　
　
　
　
　
　
　

第
二
部
門
（
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

一
、
枚　
　

数
：
四
〇
〇
字
詰
四
〇
枚
～
五
〇
枚
以
内

一
、
テ  

ー  

マ
：
題
目
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

但
し
、
未
発
表
学
術
論
文
に
限
る
（
卒
業
論
文
も
可
）

一
、
締  

切  

日
：
平
成
二
十
九
年
三
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

一
、
入　
　

選
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
五
万
円
）

　
　

佳　
　

作
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
三
万
円
）

一
、
発　
　

表
：
入
選
論
文
お
よ
び
す
ぐ
れ
た
佳
作
論
文
は
本
誌
に
掲

　
　
　
　
　
　
　

載
予
定

一
、
選　
　

考
：
國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会

一
、
投  

稿  

先
：
國
學
院
大
學
総
合
企
画
部
広
報
課

　
　

詳
し
く
は
本
誌
表
紙
裏
面
を
参
照


